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令和５年度 第４回富士宮市中小企業振興懇話会 議事概要 

 

開催日時 令和６年３月２２日（金）１５：００～１７：００ 

開催場所 富士宮商工会議所 ２階 大会議室 

出席者 

委 員 

河原﨑信幸 富士宮商工会議所会頭 

（シンコーラミ工業㈱ 取締役会長） 

篠原勲   芝川商工会 会長 

宇佐美健介 ㈲エージェントうさみ 代表取締役 

小野田雅彦 富士宮民主商工会 事務局長 

稲葉純子  ㈲すみ企画 代表取締役 

角入一典  富士設計㈱ 専務 

伊藤洋子  ㈱シーエーティー 代表取締役 

望月賢司  富士宮信用金庫 常務理事  

清行雄   カナエ工業㈱ 代表取締役 

深谷一彦   富士宮市産業振興部長 

※ 欠席 吉野達也 上野製菓㈱ 代表取締役 

※ 欠席 黒松健太郎 黒松税務会計事務所 

事務局

等 

二又川直之 産業振興部商工振興課長 

池田能成       〃    知財戦略・商業係長 

深澤利成       〃    工業振興・労政係長 

望月奈津子      〃    知財戦略・商業係主任主査 

鈴木愛里紗      〃    工業振興・労政係事務員 

加藤孝明  富士宮商工会議所 経営支援課長 

小池章彦  芝川商工会 事務局長 

ｵﾌﾞｻﾞｰ

ﾊﾞｰ等 

小林昌宏  中小企業診断士 

安川典克  中小企業診断士 

遠藤久穏  中小企業診断士 

 

 

 

 

 

 

 

議事概要等 

 

 

 

 

 

 

 

１．開会 

 

２．座長挨拶 

 

３．議題 

(1)令和６年度懇話会委員について 

（座長） 

・充て職の方以外は、今後も引き続き、任期は無いものと思って参

加をお願いしたい。 

 

(2)ビジネスコネクトふじのみやについて 

（商工振興課） 

・ビジネスコネクトふじのみやへの相談件数・内容等及び１２～３

月実施のセミナー等について商工振興課より報告。 

  



‐2‐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事概要等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（座長） 

・相談件数のうち、電話やメールではなく、直接対面しているもの

の件数についても教えてもらいたい。 

 

（商工振興課） 

・4,373 件のうち、4,156 件が対面。 

 

（座長） 

・企業ガイダンスやインターンシップ支援事業では、参加者数のう

ちどの程度が大企業か。大企業がイベントの客寄せしたまま、人

も採用していって、中小企業は苦しくなってしまう。どうにか対

応できないか。 

 

（商工振興課） 

・それぞれ１８社、１９社のうち、数社大企業も参加している。で

きる範囲内で中小企業に優先的に参加していただくよう案内した

い。 

 

（宇佐美委員） 

・インターンシップ支援事業は、課題が残るとは思うが、必要性が

ある事業であるので今後も継続していただきたい。 

 

(3)令和５年度事業実績報告について 

（商工振興課） 

・中小企業相互交流事業について説明。 

 

（座長） 

・全国多くの自治体がある中で、なぜ川崎市か。川崎モデルとよく

言うが、富士宮市から見ると非現実的な内容ではないか。今後は、

地に足のついた内容を練っていただきたい。 

 

(4)令和６年度実施主要事業について 

（商工振興課） 

・令和６年度に実施予定の事業について説明。 

 

(5)各委員からの提案について 

（小野田委員） 

・重点交付金があるかと思うが、何か施策の予定は。 

 

（商工振興課） 

・現在富士宮市商工振興課には重点交付金の予算配当等に係る連絡

がないため、様子を見たい。 

 

(6)その他 

（宇佐美委員） 
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・賃上げに係る自治体の支援施策に関する情報提供。 

 

（商工振興課） 

・国、県の政労使会議の状況説明。 

中小企業が抱える、価格転嫁率が低いと言われる「労務費の適切な

転嫁」について、地域での力強い賃上げ機運の醸成が課題となって

いる。 

 

（委員） 

・大手企業と中小企業の構造的問題や法的整備の必要性や建設業界

の厳しい状況も示され、中小企業の賃上げ問題が地域世論を巻き込

み、問題解決を図っていってほしい。 

 

４．閉会 

 

  


